
　けーらんねーらー　くよーまなーら。がんじゅー　やろー

るんさー。( はーい、皆
みな

さん、こんにちは。お元気ですか。)

　しぅまむには、私
わたし

たちの沖
おきなわ

縄・八
や

重
え

山
やま

の心と文
ぶん

化
か

を育
はぐく

んで

きた母
はは

なる言
こと

葉
ば

です。その大
たいせつ

切なしぅまむにが、今、「消
しょうめつ

滅の

危
き

機
き

」に直
ちょくめん

面しています。ユネスコ ( 国
こくさい

際連
れんごう

合教
きょういく

育科
か が く

学文
ぶ ん か

化

機
き か ん

関 ) は、その中でも私たちの八重山のしぅまむにが“消滅

の重
じゅうだい

大な危機”にある言葉、としています。この危機を乗
の

り

越
こ

えるためには、私たちがしぅまむにをしっかり学び、生
せいかつ

活

の色
いろいろ

々な場
ば

面
めん

で使
つか

っていくことが必
ひつよう

要です。しぅまむにを未
み

来
ら い

に残
の こ

していく大きな仕
し

事
ご と

ができるのは私たちだけなので

す。私たちがしぅまむにに親
した

しみ、話
はな

していくことだけが、

この宝
たからもの

物を守
まも

り、未来につなぐことができるのです。私たち

の一人一人がその主
しゅやく

役です。

　この「単
た ん ご ち ょ う

語帳」は、小学校の低
て い が く ね ん

学年で学ぶレベルの言葉を

中心に集
あつ

めました。また、『しまくとぅば読
とく

本
ほん

』( 小学生用 )

も参
さんこう

考にしています。共
きょうつうご

通語からしぅまむにを調
しら

べることが

できるようにもしてあります。近
ちかぢか

々実
じっ

施
し

されるはずの「しぅ
まむに検

けんてい

定」の９級
きゅう

の準
じゅんび

備のためにも使えるように作ってあ

ります。多
おお

くの方
か た が た

々がこの「単語帳」を手がかりに、しぅま
むにに親しんで下

くだ

さいますようお願
ねが

いします。

　　　　　　　　　　　　  　2021年3月15日
沖
おきなわ

縄県
けん

しまくとぅば普
ふきゅう

及センター

　　　　　　　　　　　　　　 センター長
ちょう

　波
は

照
てる

間
ま

　永
えいきち

吉

～はじめに～
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　「しまくとぅば」は地
ち

域
いき

の人
ひ と び と

々の社
し ゃ か い

会生
せ い か つ

活を支え、ふるさ

とへの愛
あいちゃく

着を育
はぐく

むかけがえの無
な

い存
そんざい

在として、地域の自
し

然
ぜん

、

社会、文
ぶん

化
か

を反
はんえい

映させながら県
けんない

内各
かく

地
ち

においてこれまで受
う

け

継
つ

がれてきました。ここ石垣島にも地域ごとに特
とくしょく

色ある「し

まくとぅば」が存在し、個
こ

性
せい

に彩
いろど

りをもたせています。

　かつては多
おお

くの家
か

庭
てい

で、祖
そ ふ ぼ

父母や両
りょうしん

親が「しぅまむに」に

より日
にちじょう

常の会
かい

話
わ

を交
か

わしている光
こうけい

景がみられたものですが、

時
じ

代
だい

の移
うつ

り変
か

わりとともに、そのような光景を見ることも少
すく

なくなり、「しぅまむに」を使
つか

う習
しゅうかん

慣が少
すこ

しずつ失
うしな

われつつあ

ります。

　2009年
ねん

のユネスコの発
はっぴょう

表においても、国
こくない

内で消
しょうめつ

滅の危
き き

機

とされている８つの言
げん

語
ご

のうち５つが沖
おきなわ

縄県
けんない

内の言語となる

など、沖縄文化の特
とくちょう

徴の一つでもある「しまくとぅば」は危

機的な状
じょうきょう

況に置
お

かれています。

　このような状況の中、講
こう

座
ざ

や教
きょうしつ

室などの大
お と な

人向
む

けの活
かつどう

動を

はじめ、普
ふ

段
だん

「しまくとぅば」になじみの薄
うす

い子ども達
たち

が理
り

解
かい

しやすいよう民
みん

話
わ

絵
え

本
ほん

やカルタを作
さくせい

成するなど、各地域に

おいて様
さまざま

々な普
ふきゅう

及活
かつどう

動が展
てんかい

開されておりますことは、誠
まこと

に心

強
づよ

い限
かぎ

りであります。

　言葉の習
しゅう

得
とく

にあたっては、習
なら

うより慣
な

れろということがよ

く言
い

われます。特
とく

に「しまくとぅば」には使うことでしか身
み

に付
つ

けることができない難
むずか

しさがあり、「しまくとぅば」を身
み

近
ぢか

な存在としてどれだけ意
い

識
しき

して使うことができるかが重
じゅうよう

要

となってきます。

　今
こんかい

回の「しぅまむに単
たん

語
ご

帳
ちょう

」は、日常の生活において使わ

れる単語を中心にわかりやすくまとめられ、かつコンパクト

で使いやすいサイズになっております。身近な家
か

族
ぞく

や友
ゆう

人
じんかん

間

での会話の際
さい

にはぜひ活
かつよう

用してもらい、本単語帳が「しぅま

むに」を理
り

解
かい

する上での大きな一
いちじょ

助となってくれる事
こと

を願
ねが

っ

ております。

　結
むす

びに、本単語帳の出
しゅっぱん

版にあたりご尽
じんりょく

力されました関
かんけいしゃ

係者

の皆
みなさま

様に対
たい

し深
ふか

く敬
けい

意
い

を表
ひょう

しますとともに、「しまくとぅば」

の普及促
そ く し ん

進が今
こん

後
ご

ますます図
はか

られることをご期
き

待
たい

申
もう

し上げ

祝
しゅくじ

辞といたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 2021年3月15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 石
いし がき し

垣市教
きょういく

育委
い

員
いん

会
かい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 教
きょういく

育 長
ちょう

  石
いしがき

垣　安
やす

志
し

石
い し

垣
が き

市
し

教
き ょ う い く

育長
ちょう

あいさつ
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この単語帳の見方

❶ この本
ほん

のなりたち

　 この本は「しぅまむに五
ごじゅう

十音
おん

引
び

き」と「共
きょうつう

通語
ご

引
び

き」の

２部
ぶ

から成
な

っています。

❷「しぅまむに五十音引き」について

①しぅまむにを五十音順に並
なら

べています。

②２つ以
いじょう

上の言
こと

葉
ば

を「・」で並べて書
か

いてある見
み だ

出しの言

葉は、その地
ち

域
いき

で２通
とお

り以上の言
い

い方
かた

がある言葉です。

③言葉の前
まえ

または後
うし

ろにある「～」は、言葉がつづくこ

とを表
あらわ

しています。

④２つ以上の言葉がくっついてできた言葉の成り立
た

ちを

示
しめ

すために、その語を形
かたち

作
づく

る単
たん

語
ご

の間
あいだ

を少
すこ

し空
あ

けまし

た。注
ちゅうい

意して見
み

てください。

⑤単語の中
なか

でも（　）の中に長
ちょうおん

音記
き

号
ごう

の入
はい

っているもの

は、長音があってもなくてもよいことを表
あらわ

しています。

　[ 例：あっぴぅら（ー）＝あっぴぅら／あっぴぅらー］

❸ 「共通語引き」について

①共通語を五十音順に並べ、その言葉にあたるしぅまむ

にを示しています。

②一つの言葉によく似
に

た二つのしぅまむにがあがってい

る場
ば

合
あい

は、古い語形を先に出しています。

石垣島四ヵ字言葉について

❶ 石
いし がき じま

垣島四
し

ヵ字
あざ

について

　石垣島四ヵ字とは、石垣島南
なん

西
せい

部
ぶ

にある登
と

野
の

城
しろ

、大
おお

川
かわ

、石
いし

垣
がき

、新
あら

川
かわ

の四つの字の総
そうしょう

称です。この四つの字は、一つの

大
だいしゅうらく

集落をなしており、現
げん

在
ざい

でも字同
どう

士
し

のつながりが深
ふか

く、毎
まい

年
とし

旧
きゅうれき

暦６月
がつ

には四ヵ字が合
ごう

同
どう

で「ムラプーリゥ」という島
しま

最
さい

大
だい

の豊
ほう

年
ねん

祭
さい

を行
おこな

っています。四ヵ字には、島
とう

民
みん

の半
はん

数
すう

以
いじょう

上が

暮
く

らしており、石垣島の政
せい

治
じ

・経
けい

済
ざい

・文
ぶん

化
か

の中心となってい

ます。

❷ 石
いし がき じま

垣島四
し

ヵ字
あざ

言
こと

葉
ば

の特
とくちょう

徴

　石垣島四ヵ字言葉には、「い」と「う」、「え」と「お」の

中
ちゅう

間
かん

の音
おと

を表
あらわ

す「いぅ」や「えぅ」などの発
はつ

音
おん

があります。

これを「中
なか

舌
じた

母
ぼ

音
いん

」といい、共
きょうつうご

通語には見られない発
はつ

音
おん

です。

他
ほか

にもハ行
ぎょう

の音にパ行、ワ行の音にバ行が対
たい

応
おう

することも石

垣島四ヵ字言葉の特徴です。また、四ヵ字言葉には、沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

中
ちゅうなんぶ

南部で使
つか

われている沖
おき

縄
なわ

語
ご

の影
えいきょう

響を受
う

けた言葉もありま

す。これは琉
りゅうきゅう

球王
おう

府
ふ

時
じ

代
だい

に沖縄本島から多くの役
やく

人
にん

が派
は

遣
けん

され、交
こうりゅう

流があったことなどが理
り

由
ゆう

だと考
かんが

えられています。
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③言葉の前または後ろにある「～」は、言葉がつづくこ

とを表しています。

❹ 特
とくべつ

別な発
はつおん

音を表
あらわ

すひらがなについて

　 しぅまむにの中には、わたしたちが普
ふ だ ん

段使
つか

いなれていな

い発音があります。

　 〇「いぅ」「えぅ」について

　 しぅまむにには、「い」と「う」、「え」と「お」の中
ちゅうかん

間の

音を表す「いぅ」や「えぅ」のくみ合わせで表される音

が出てきます。これを「中
なか じた

舌母
ぼ

音
いん

」と言います。「いぅ」

はカ行
ぎょう

・タ行・ハ行・ヤ行・ラ行のイ段
だん

の音にあらわれ

ます。「えぅ」はイ段の中舌母音の音と助
じょ

詞
し

の「ヤ」の音

が一
いっしょ

緒になって変
へ ん か

化した音としてあらわれます。この中

舌母音を発音するときには軽
かる

い「す」や「ず」の音が伴
ともな

うことがあります。

　  [ 例：ぱしぅ＝おはし . あーりぅ＝東
ひがし

．］

　  ［例：ぱしぅ や＝ぱしえぅー .］

❺〈　　　〉について

 　〈　　　〉は、言葉の意
い み

味の説
せつめい

明です。

❻ 共通語の欄
らん

の①、②、③について

　 しぅまむにの意味がたくさんある単
たん

語
ご

には、①、②、③と、

意
い み

味のちがいをそれぞれ示
しめ

しました。

❼ この「単
たんごちょう

語帳」を作るために調
しら

べた主
おも

な辞
じ

典
てん

　・宮
みや

城
ぎ

信
しん

勇
ゆう

著
ちょ

『石
いしがき

垣方
ほうげん

言辞
じ

典
てん

』(2003年
ねん

  沖
おきなわ

縄タイムス社
しゃ

)。

　・宮
みや

良
ら

當
とう

壯
そう

著『八
や

重
え

山
やま

語
ご い

彙』(1930年  東
とうよう

洋文
ぶん

庫
こ

)。

　・国
こくりつ

立国
こく

語
ご

研
けんきゅうじょ

究所編
へん

『沖
おき

縄
なわ

語
ご

辞
じ

典
てん

』（1963年  大
おおくらしょう

蔵省印
いんさつきょく

刷局）。

　・新
しんむらいずる

村出編『広
こう

辞
じ

苑
えん

　第
だい

七
なな

版
はん

』（2018年  岩
いわなみ

波書
しょてん

店）。

　・金
きん

田
だ

一
いち

京
きょうすけ

助編『例
れいかい

解学
がくしゅう

習国
こく

語
ご

辞
じ

典
てん

  第
だいじゅっはん

十版』（2017年  小
しょう

学
がく

館
かん

）。
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石垣
島四ヵ字言葉編いし

がき
じま し

ぅ　か  あざ

★五十音引き★
ご　   じゅう　 おん　　び



あ

あ ・・・・・・・・・・・・・・・

い ・・・・・・・・・・・・・・・

う ・・・・・・・・・・・・・・・

え ・・・・・・・・・・・・・・・

お ・・・・・・・・・・・・・・・

か

か ・・・・・・・・・・・・・・・

き ・・・・・・・・・・・・・・・

く ・・・・・・・・・・・・・・・

け ・・・・・・・・・・・・・・・

こ ・・・・・・・・・・・・・・・

さ

さ ・・・・・・・・・・・・・・・

し ・・・・・・・・・・・・・・・

す ・・・・・・・・・・・・・・・

せ ・・・・・・・・・・・・・・・

そ ・・・・・・・・・・・・・・・

た

た ・・・・・・・・・・・・・・・

ち ・・・・・・・・・・・・・・・

つ ・・・・・・・・・・・・・・・

て ・・・・・・・・・・・・・・・

と ・・・・・・・・・・・・・・・

な

な ・・・・・・・・・・・・・・・

に ・・・・・・・・・・・・・・・

ぬ ・・・・・・・・・・・・・・・

ね ・・・・・・・・・・・・・・・

の ・・・・・・・・・・・・・・・

は

は ・・・・・・・・・・・・・・・

ひ ・・・・・・・・・・・・・・・

ふ ・・・・・・・・・・・・・・・

へ ・・・・・・・・・・・・・・・

ほ ・・・・・・・・・・・・・・・

ま

ま ・・・・・・・・・・・・・・・

み ・・・・・・・・・・・・・・・

む ・・・・・・・・・・・・・・・

め ・・・・・・・・・・・・・・・

も ・・・・・・・・・・・・・・・

や

や ・・・・・・・・・・・・・・・

ゆ ・・・・・・・・・・・・・・・

よ ・・・・・・・・・・・・・・・

ら

ら ・・・・・・・・・・・・・・・

り ・・・・・・・・・・・・・・・

る ・・・・・・・・・・・・・・・

わ

わ ・・・・・・・・・・・・・・・

ん ・・・・・・・・・・・・・・・
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石
いしがきじま

垣島四
しぅ

ヵ
か

字
あざ

言葉編



あ
あーみ ▶ 雨

あーら ▶ アリ

あーりぅ ▶ 東
ひがし

あーろーん ▶ 洗
あら

う

あい ▶ 間
あいだ

あいじゅ ▶ 仲
なか

間
ま

あいなか ▶ 間
あいだ

あう ▶ 青

あう ▶ 仲
なか

間
ま

あうさーん ▶ 青い

あうだ ▶ カエル

あうん ▶ けんかする

あか ▶ 赤

あがー・あがよー ▶ 痛
いた

っ〈どこか痛めた時
とき

に言
い

う言
こと

葉
ば

〉

あかさーん ▶ 赤い

あかさーん ▶ 明
あか

るい

あがざい ▶ ①貝
かい

がら。②二
に

枚
まい

貝
がい

。

あかまじぅ ▶ 髪
かみ

あきん・あきるん ▶ 開
あ

ける

あぎん・あぎるん ▶ 上げる

あこーるん ▶ 登
のぼ

る

あざ ▶ とげ

あささーん ▶ 浅
あさ

い

あさぶん ▶ 遊
あそ

ぶ

あさ んぼん ▶ 朝
あさ

ごはん

あし ▶ 汗
あせ

あじぅ ▶ 味
あじ

あしぅとぅ ▶ 明
あ さ っ て

後日

あじぅまさーん ▶ 甘
あま

い

あじゃー ま しゅー ▶ おじさん〈父
ふ

母
ぼ

の兄
あに

で最
さいねんしょう

年少の者
もの

〉

あたりん ▶ 正しい。当
あ

たっている。

あたるん ▶ 当たる

あちぅまるん ▶ 集
あつ

まる

あちぅみるん ▶ 集める

あっ ▶ あっ〈おどろいた時
とき

に言
い

う言
こと

葉
ば

〉

あつぁまるん ▶ 集まる

あつぁみん ▶ 集める

あっか んな ▶ 貝
かい

あっこん ▶ さつまいも

あっちゃー ▶ お父
とう

さん

あっつぁ ▶ 明
あ し た

日

あっつぁーん ▶ 暑
あつ

い
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いか よーに ▶ どのように

いきて くい ▶ 行
い

ってきます

いきらさーん ▶ 少
すく

ない

いこーば・いこーび ▶ いくら

いし ▶ 石

いじぅ ▶ 意
い

地
じ

。勇
ゆう

気
き

。

いじぅぶん しぅーぶん　すーん ▶ 話
はな

し合
あ

う

いず ▶ 魚
さかな

いずん ▶ ①言
い

う。②歌
うた

う。

いたさーん ▶ もったいない。惜
お

しい。

いだしぅん ▶ 出
だ

す

いちぅ ▶ いつ

いちぅか ▶ いつか

いちぅか ▶ 五
いつ

日
か

いちぅちぅ ▶ ① 5。②五つ。

いちぅばん ▶ 一
いち

番
ばん

いちぅん ▶ いつも

いちぅんがさ ▶ いつか

いちにん ▶ 一年

いちにんしー ▶ 一年生

いちゅふ ▶ いとこ

いっさーん ▶ 重
おも

い

あっぱ ▶ ①お母
かあ

さん。②おばさん〈父母の姉
あね

〉。

あっぱー ま ▶ おばさん〈父母の姉で最年少の者〉

あっぴぅら（ー） ▶ アヒル

あとぅ ▶ ①後
あと

。②跡
あと

。

あば ▶ 油
あぶら

あまさーん ▶ 甘
あま

い

あらぐん ▶ 歩
ある

く

～あらぬ ▶ ～ではない

あん ▶ ある

あんぐん・あんくん ▶ 言
い

う

あんじ  ▶ そう

あんじりぅ ▶ そんな

あんて ▶ そして。それで。

い
いー ▶ 良

い

い

いー ▶ 絵
え

いー どぅしぅ ▶ 良いともだち。仲
なか

良
よ

し。

いーりぅ ▶ 西
にし

いーん・いーるん ▶ もらう

いぅきぅ・いぅしぅきぅ ▶ 息
いき

いぅきぅ むしぅ ▶ 動
どう

物
ぶつ
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う
うい ▶ 上

ういっ くなー ▶ 鬼
おに

ごっこ

うー ▶ はい〈目
め

上
うえ

への最
もっと

も丁
てい

寧
ねい

な返
へん

事
じ

〉

うー むぬ ▶ 雄
おす

うきん・うきるん ▶ 起
お

きる

うぐん ▶ 動
うご

く

うしぅ ▶ 牛
うし

うしゃーんぎぅ ▶ ウサギ

うじゅー ▶ おじいさん

うしゅ まい ▶ おじいさん

うしゅん がなしぅ ▶ 王
おう

様
さま

うた ▶ 歌
うた

うたしぅん ▶ 落
お

とす

うちぅ ▶ 内
うち

。中。

うでぃ ▶ 腕
うで

うてぃん・うてぃるん ▶ 落ちる

うとぅ ▶ 音
おと

うとぅしぅん ▶ 落とす

うとぅどぅ ▶ 弟
おとうと

。妹
いもうと

。年
とし

下
した

。

うとぅどぅ びぎりぅ ▶ 弟

いでぃ はるん ▶ 出かける

いでぃん・いでぃるん ▶ 出る

いとぅ ▶ 糸

いに ▶ 稲
いね

いのー ▶ 砂
すな

いばさーん ▶ 狭
せま

い

いびん・いびるん ▶ 植
う

える

いふちぅ ▶ いくつ

いみ ▶ 夢
ゆめ

いみぅ ▶ わけ。意
い

味
み

。

いめーみ ▶ 少
すこ

し

いらいん ▶ ①応
こた

える。返
へん

事
じ

する。②答
こた

える。

いらぶん ▶ 選
えら

ぶ

いりん・いりるん ▶ 入
い

れる

いる ▶ 色
いろ

いるんな　かた ▶ 色々なところ

いわり ▶ わけ

いん ▶ 犬
いぬ

いん ▶ 海
うみ

いんちぅかさーん ▶ 短
みじか

い
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うやんちゅ ▶ ネズミ

うらしぅん ▶ 降
お

ろす

うり ▶ それ

うりから ▶ それから

うりん・うりるん ▶ 下
お

りる

うるしぅん ▶ 降
お

ろす

うわるん ▶ 終
お

わる

うん ▶ 鬼
おに

うん ▶ いる

え
えん ▶ 来

らい

年
ねん

お
おいしょーんなーら ▶ お召

め

し上がりください

おー ▶ 王

おー ▶ はい〈目
め

上
うえ

への返
へん

事
じ

〉

おー ▶ ブタ

おーざ ▶ ネズミ

おーちぅきぅ ▶ 天気

おーり とーらなーらー ▶ いらっしゃいませ

おんだー ▶ 泳
およ

ぎ

うとぅどぅ ぶなりぅ ▶ 妹

うどぅるぐん ▶ おどろく

うぬ ▶ その

うばいん・うばいるん ▶ びっくりする

うび ▶ 指
ゆび

うふ～ ▶ 大きい～

うふ あっぱ ▶ おばさん〈父
ふ

母
ぼ

の姉
あね

で最
さいねんちょう

年長の者
もの

〉

うぶいん・うぶいるん ▶ 覚
おぼ

える

うふさーん ▶ 多
おお

い

うふ しゅー ▶ おじさん〈父母の兄
あに

で最年長の者〉

うふ ぴぅとぅ ▶ 大
お と な

人

うふ ぶじゃ ▶ おじさん〈父母の弟
おとうと

で最年長の者〉

うふ ぶば ▶ おばさん〈父母の妹
いもうと

で最年長の者〉

うま ▶ そこ

うみぅ ▶ 海
うみ

うむい だしぅん ▶ 思
お

い出
だ

す

うむっさーん ▶ おもしろい。楽しい。

うむてぃ ▶ 顔
かお

うむん ▶ 泳
およ

ぐ

うもーん ▶ 思
おも

う

うや ▶ 親
おや

うやき ぴぅとぅ ▶ 金
かね

持
も

ち
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かくん ▶ 書く

かけーじぅ ▶ トンボ

がざん ▶ 蚊
か

かじ ▶ 風
かぜ

かじぅ かじぅ ぬ　かた ▶ 色
いろ

々
いろ

なところ

かずいん・かずいるん ▶ 数
かぞ

える

かた ▶ 肩
かた

かた ▶ 方
ほう

角
がく

。方
ほう

向
こう

。

かたちぅ ▶ ① 形
かたち

。② 姿
すがた

。

かつぁみん・かつぁみるん ▶ つかまえる。つかむ。

がっこー ▶ 学
がっ

校
こう

がっぴ ▶ 月
が っ ぴ

日

かつん ▶ 勝
か

つ

かに ぱい・かな ぱい ▶ （鉄
てつ

の）くわ〈田や畑
はたけ

を耕
たがや

す道
どう

具
ぐ

〉

かに んま ▶ 自
じ

転
てん

車
しゃ

かぬ ▶ あの

かびぅ ▶ 紙
かみ

かぶ ▶ 蕪
かぶ

〈野
や

菜
さい

の名
な

前
まえ

〉

かぶっとぅ ▶ ぼうし

かぶん ▶ 被
かぶ

る

かま ▶ あそこ

かま くま ▶ あちこち

おんだー しぅん ▶ 泳ぐ 

か
かー ▶ 皮

かわ

がーがー ▶ がやがや

かーきん・かーきるん ▶ （のどが）渇
かわ

く

かーしぅん ▶ 売
う

る

かーら ▶ 川

かーらぐん ▶ 乾
かわ

く

～かい ▶ ～へ〈場
ば

所
しょ

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

につく〉

かいしゃーん ▶ 美
うつく

しい。きれいだ。

かいるん ▶ 帰
かえ

る

かうん ▶ 買
か

う

かきぅ ▶ 柿
かき

がぎぅ ▶ 鎌
かま

〈草を刈
か

るための道
どう

具
ぐ

〉

かぎ うちぅしぅ ▶ 写
しゃ

真
しん

かきちぅきっ くなー ▶ かけっこ

かきちぅきん・かきちぅきるん ▶ 走
はし

る

かき よー ▶ 書
か

き方
かた

かきん・かきるん ▶ 掛
か

ける

かくじぅ ▶ あご

かくれー ねーぬ ▶ はっきり
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きぅぬ ▶ 昨
き の う

日

ぎぅばるん・きぅばるん ▶ 頑
が ん  ば

張る

きぅむ ▶ 心
こころ

。肝
きも

。肝
かん

臓
ぞう

。

きぅむちぅ ▶ 気
き

持
も

ち

きぅる ▶ 黄
き

色
いろ

きぅん ▶ 着
き

物
もの

。服
ふく

。

きぅん いる ▶ 黄
き

色
いろ

きちぅに ▶ きつね

きぶしぅ ▶ 煙
けむり

きゅー ▶ 今
き ょ う

日

きょーだい ▶ 兄
きょう

弟
だい

きょーだいしゃー ▶ 兄弟

きるん ▶ 蹴
け

る

く
くい ▶ 声

こえ

くー ▶ 殻
から

くー ▶ 9

ぐー ▶ 5

ぐー ▶ 仲
なか

間
ま

くがに ▶ 金
きん

くくぬちぅ ▶ 九
ここの

つ

かまちぅ ▶ ほお

かよーび ▶ 火
か

曜
よう

日
び

かよーん ▶ 通
かよ

う

から ▶ ～から

がらしぅ・がらしゃー ▶ カラス

からむん ▶ 巻
ま

く

かり ▶ あれ

かんがいん・かんがいるん ▶ 考
かんが

える

かんがん ▶ 鏡
かがみ

がんじゅー ▶ 元
げん

気
き

かんじりぅ ▶ こんな

かんなりぅ ▶ 雷
かみなり

き
きー ▶ 木

きー ▶ 毛
け

きー むらしぅ ▶ 森

ぎぅーぎぅーし ▶ はっきり

きぅー ちぅきるん ▶ 気をつける

きぅーん・きぅん ▶ 来
く

る

きぅすん ▶ 切
き

る

きぅすん ▶ 着
き

る
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くんじょー　いでぃん・くんじょー　いでぃるん ▶ 怒
おこ

る

くんどぅ ▶ 今
こん

度
ど

け
けーしぅん ▶ 消

け

す

けーら ▶ 回
かい

けん ▶ 回

こ
こーさーん ▶ 固

かた

い

ごーや ▶ ニガウリ

ごーや ちゃんぷるー ▶ ニガウリいため

こくご ▶ 国
こく

語
ご

こっきー ▶ ごちそう

こっきー　とーらりだゆー ▶ ごちそうさまでした

さ
～さー ▶ ～ね〈文

ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉

ざー ▶ 部
へ

屋
や

さいん・さいるん ▶ 下げる

さぎん・さぎるん ▶ 下げる

さくん ▶ 割
さ

く

くくる ▶ 心
こころ

くくる むちぅ ▶ 心持
も

ち。性
せいかく

格。

くしぅ ▶ ①腰
こし

。背
せ

中
なか

。②後
うし

ろ。

くず ▶ 去
きょ

年
ねん

くとぅ ▶ 事
こと

くとぅしぅ ▶ 今
こ

年
とし

くに ▶ 国
くに

くにちぅ ▶ 九
ここのか

日

くぬ ▶ この

くぶ ▶ 蜘
く

蛛
も

くま ▶ ここ

ぐまさーん ▶ 小さい

くよーまなーらー ▶ こんにちは。ごめん下さい。

くらしぅん ▶ 暮
く

らす

くらびん・くらびるん ▶ 比
くら

べる

くり ▶ これ

くりから ▶ これから

くりし ▶ これで

ぐる ▶ 殻
から

くるま ▶ 車。自
じ

動
どう

車
しゃ

。

くゎーしぅ ▶ おかし

ぐゎじぅ ▶ 月
がつ
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しぅた ▶ 下

しぅた ▶ 舌
した

しぅっつぁ ▶ サトウキビ

しぅとぅむでぃ ▶ 朝
あさ

しぅとぅるって ▶ そっと

しぅなだ ▶ 姿
すがた

しぅに ▶ すね

しぅばりぅ ▶ 小
しょうべん

便。おしっこ。

しぅま ▶ 島
しま

じぅま ▶ どこ

しぅむ ▶ 下

しぅん ▶ する

しかいとぅ・しかいっとぅ ▶ しっかりと。まことに。

　本
ほん

当
とう

に。

じかん ▶ 時
じ

間
かん

しくちぅ ▶ 仕
し

事
ごと

しぐとぅ ▶ 仕事

しじゃ ▶ 兄
あに

。姉
あね

。年
とし

上
うえ

。

しじゃ びぎりぅ ▶ 兄

しじゃ ぶなりぅ ▶ 姉

してぃん・してぃるん ▶ 捨
す

てる

しばさーん ▶ 狭
せま

い

さし・さしぅ ▶ かぎ

ざしぅき ▶ 部
へ

屋
や

さったー ▶ 砂
さ

糖
とう

さにしゃーん ▶ 嬉
うれ

しい。楽
たの

しい。

さにんけーるん ▶ 嬉しがる。喜
よろこ

ぶ。楽しむ。

～さばん ▶ ～しても

さふん ▶ せっけん

さん ▶ 3

さんしん ▶ 三
さん

線
しん

し
～し ▶ ～で

しー ▶ 4

しぅー ▶ 巣
す

じぅー ▶ 字
じ

～しぅーだー ▶ ～したので

しぅーに きーぬ　なりぅ ▶ どんぐり

じぅー まーみ ▶ 落
らっ

花
か

生
せい

。ピーナッツ。

しぅかしぅん ▶ 聞
き

かせる。知
し

らせる。

しぅかぬ ▶ 嫌
きら

い。好
す

かない。

しぅくん ▶ 聞く

しぅくん ▶ 好き
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せ
せくゎい ▶ 世

せ

界
かい

そ
そー ▶ 竿

さお

ぞー ▶ 門
もん

そんぐん ▶ 引
ひ

っぱる

た
たー ▶ 田

たい ▶ 体
からだ

たかーに ▶ たくさん

たかさーん ▶ 高
たか

い

たき ▶ 竹
たけ

たき ふどぅ ▶ 体
たい

格
かく

たしかみん・たしかみるん ▶ 確
たし

かめる

たつん ▶ 立つ

たてぃ ▶ 縦
たて

たてぃん・たてぃるん ▶ 立てる

たに ▶ 種
たね

たま ▶ 玉

しゅー ▶ ①お父
とう

さん。②おじさん〈父
ふ

母
ぼ

の兄〉。

しゅくだい ▶ 宿
しゅくだい

題

しゅむちぅ ▶ 本

しゅるって ▶ そっと

じゅんに ▶ ①本当に。②正しく。

しょーがっこー ▶ 小学校

じょーじぅ ▶ 上
じょうず

手

しらりん・しらりるん ▶ できる

じり ▶ どれ

しるしぅ ▶ 印
しるし

じん ▶ お金

しんしー ▶ 先生

しんた ▶ 後
うし

ろ

す
ずー ▶ しっぽ

すすみん ▶ 勧
すす

める

すでぃ ▶ 袖
そで

すば ▶ そば〈たべもの〉

すば ▶ 側
そば

するん ▶ 拭
ふ

く

28 29

しぅまむに五十音引き

た
行

さ
行



ちぅら ▶ 顔
かお

ちぅら かむい ▶ 顔つき

ちごーん ▶ 違
ちが

う

ちび ▶ おしり

ちゃー ▶ 茶
ちゃ

ちゃんもー ▶ ぼうし

ちょーみん ▶ 帳
ちょうめん

面。ノート。

つ
つーさーん ▶ 強

つよ

い

っす ▶ 白

っすさーん ▶ 白い

っすん ▶ 知
し

る

つぬ ▶ 角
つの

っふぁさーん ▶ 暗
くら

い

っふさーん ▶ 黒
くろ

い

て
てぃー ▶ 手

てぃーにー ▶ ていねい

てぃー ぱん ▶ 手足

てぃがみ ▶ 手
て

紙
がみ

～だらー ▶ ～だよ。～なあ。〈文
ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉

たる ▶ 誰
だれ

たんがー たんがー ▶ ひとりひとり

ち
ちぅー ▶ 血

ち

ちぅかい よー ▶ 使
つか

い方
かた

ちぅかさーん ▶ 近
ちか

い

ちぅかむん ▶ つかむ

ちぅから ▶ 力
ちから

ちぅきぅ ▶ 月

ちぅぎぅ ▶ 次
つぎ

ちぅきぅたちぅ ▶ 一
つい

日
たち

ちぅきん・ちぅきるん ▶ 付
つ

ける

ちぅくるん ▶ 作
つく

る

ちぅくん ▶ 付
つ

く。着
つ

く。

ちぅこーん ▶ 使
つか

う

ちぅだみ ▶ カタツムリ

ちぅちぅ ▶ つば

ちぅぶりぅ ▶ 頭
あたま

ちぅみ ▶ 爪
つめ

ちぅむん ▶ 積
つ

む
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とぅぶん ▶ 飛
と

ぶ

とぅまるん ▶ 止
と

まる

とぅみん・とぅみるん ▶ 探
さが

す

とぅもーりぅ ▶ 海
うみ

辺
べ

～どぅらー ▶ ～だよ〈文
ぶん

の終わりにつく言葉〉

とぅりぅ ▶ ニワトリ。鳥
とり

。

とぅるん ▶ 取
と

る

とーむん ▶ モモ〈くだもの〉

とーらりんゆー ▶ いただきます。ちょうだいします。

な
なー ▶ 名

な

。名
な

前
まえ

。

なーさーん ▶ 長
なが

い

なー なー ▶ それぞれ。ひとりひとり。

ない ▶ 地
じ

震
しん

なか ▶ 中

なか　かいしゃーん ▶ 仲
なか

が良
よ

い

なか しゅー ▶ おじさん〈父
ふ

母
ぼ

の兄
あに

で上から二
に

番
ばん

目
め

の者
もの

〉

なか っぱ ▶ おばさん〈父母の姉
あね

で上から二番目の者〉

なか ぶじゃ ▶ おじさん〈父母の弟
おとうと

で上から二番目の者〉

なか ぶば ▶ おばさん〈父母の妹
いもうと

で上から二番目の者〉

ながりん・ながりるん ▶ 流
なが

れる

てぃだ ▶ 太
たい

陽
よう

てぃん ▶ 天。空。

てぃん ▶ 点
てん

～てぃん ▶ ～ても

てぃんきぅ ▶ 天気

でーじぅ ▶ 大
たい

変
へん

でーじぅな ▶ とても

と
～とぅ ▶～と〈物

もの

を二
ふた

つ以
いじょう

上並
なら

べる時
とき

に使
つか

う言
こと

葉
ば

〉

とぅー ▶ 10

どぅー ▶ ①体
からだ

。②自
じ

分
ぶん

。

とぅーさーん ▶ 遠
とお

い

とぅきー ▶ 時
と

計
けい

とぅきぅ ▶ ①時。②時
じ

間
かん

。

とぅくる ▶ 所
ところ

とぅしぅ ▶ 年

とぅじぅ ▶ 妻
つま

どぅしぅ ▶ 友
とも

だち

とぅじぅまるん ▶ 終
お

わる

とぅっか ▶ 十
とお

日
か

とぅなりぅ ▶ 隣
となり
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にがい ちぅくなーら ▶ お願
ねが

いします

にがよーら ▶ お願いします

にしぅ ▶ 北

にしぅ かじ ▶ 北風
かぜ

にじぅまるん ▶ 住
す

む

にちよーび ▶ 日
にち

曜
よう

日
び

にふぁいゆー ▶ ありがとう

にぶん ▶ 寝
ね

る

ぬ
～ぬ ▶ ①～の。②～が。

ぬいん・ぬいるん ▶ 抜
ぬ

ける

ぬー ▶ 野
の

原
はら

ぬぎん・ぬぎるん ▶ 抜ける

ぬぐりしゃーん ▶ こわい。おそろしい。

～ぬ　たみ ▶ ～のため

ぬちぅ ▶ 命
いのち

ぬどぅ ▶ のど

ぬばしぅん ▶ 伸
の

ばす

ぬび ▶ 首
くび

ぬふさーん ▶ あたたかい

ぬぶるん ▶ 登
のぼ

る

なくん ▶ ①（人が）泣
な

く。②（動
どう

物
ぶつ

が）鳴
な

く。

なさびぅ ▶ 茄
な

子
す

なだ ▶ 涙
なみだ

なちぅ ▶ 夏
なつ

なっちぅん ▶ 同
おな

じ大きさ

なな ▶ 7

ななちぅ ▶ 七つ

なぬか ▶ 七
なの

日
か

なび ▶ 鍋
なべ

なま ▶ 今
いま

なら ▶ 自
じ

分
ぶん

ならーしぅん ▶ 教
おし

える

なりぅ ▶ 実
み

なりぅ むぬ ▶ 実

なるん ▶ ①（ある状
じょうたい

態に）なる。②できる。

～なんが ▶ ～に〈時
じ

間
かん

や場
ば

所
しょ

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

につく〉

に
にー ▶ 2

にー ▶ 根
ね

。根っこ。

にー ぬ ふぁ ▶ 北
きた

にーん・にーるん ▶ 似
に

る
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ぱー ▶ 葉
は

ばーぶ ▶ 虫
むし

〈幼
おさな

い子どもに使
つか

う言
こと

葉
ば

〉

ばーらうん・ばーろーん ▶ 笑
わら

う

ぱい・はい ▶ 灰
はい

ぱい・はい ▶ 南
みなみ

はいしゃーん ▶ 早い。速
はや

い。

ばがしぅん ▶ ①煮
に

る。②沸
わ

かす。

ばがだー ▶ わたしたち

ばがりん・ばがりるん ▶ 別
わか

れる

ばがりん ▶ 分
わ

かっている。

ばがるん ▶ 分かる。知
し

る。

ばぎん・ばぎるん ▶ 分ける

ぱさん ▶ はさみ

ぱしぅ・はしぅ ▶ おはし

ぱじぅ ▶ ハチ

ばしぅきん・ばしぅきるん ▶ 忘
わす

れる

ぱじまるん ▶ 始
はじ

まる

ぱじみ ▶ はじめ

ぱじみてぃ ▶ 初
はじ

めて

ぱじみん・はじみるん ▶ 始める

ぱずん ▶ 脱
ぬ

ぐ

ばだ ▶ お腹
なか

ぬむん ▶ 飲
の

む

ぬるん ▶ 乗
の

る

ね
ねーしぅん ▶ 煮

に

る

ねーぬ ▶ ない

ねーら ▶ 右

の
のー ▶ 何

なに

のーし ▶ どんな

のーしぅたー ▶ どうして

のーし　しーて ▶ どうやって

のーしどぅ ▶ どうして

のーしぬ ▶ どんな

のーで ▶ どうして。なぜ。

のーどぅ　しゃー ▶ どうするか

のーん ▶ 拭
ぬぐ

う

は
ばー ▶ わたし。ぼく。

ぱー ▶ 歯
は
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ひ
ぴー ▶ おなら

ぴーしゃーん ▶ 寒
さむ

い

ぴぅー ▶ 火

ぴぅー ▶ 日

ぴぅーりぅ ▶ 昼
ひる

ぴぅきぅ ちぅきん・ぴぅきぅ ちぅきるん ▶ 引
ひ

きつける。

　引っぱる。

ぴぅきぅ ぬぐん ▶ 引き抜
ぬ

く

ぴぅくん ▶ 引く

ぴぅさうん ▶ 拾
ひろ

う

ぴぅだりぅ ▶ 左

ぴぅとぅ ▶ 人

ぴぅとぅ ▶ イルカ

ぴぅとぅーりぅ ▶ 一人

ぴぅなっけーるん ▶ びっくりする

ぴぅらくん ▶ 開
ひら

く

ぴぅるぎん・ぴぅるぎるん ▶ 広
ひろ

げる

ぴぅるさーん ▶ 広い

びぅる しぅ ▶ 座
すわ

るもの

ぴぅるまさ ▶ 不
ふ

思
し

議
ぎ

ぱたぎ・はたぎ ▶ 畑
はたけ

はちぅ ▶ 8

ぱちぅか ▶ 二
は つ か

十日

ぱとぅ ▶ 鳩
はと

ぱな・はな ▶ 花

ぱな・はな ▶ 鼻
はな

ぱなしぅ・はなしぅ ▶ 話
はなし

ぱなしぅん・はなしぅん ▶ 話
はな

す

ばぬ ▶ わたし。ぼく。

ぱびる・はびる ▶ チョウ。蛾
が

。

はら ▶ 行
い

こう。行きましょう。

ばらさーん ▶ 悪
わる

い

はららー ▶ 行こうね。行きましょうね。

ぱりぅ・はりぅ ▶ 針
はり

はる ▶ 春
はる

ぱるん・はるん ▶ 行く

ぱん・はん ▶ 足

～ばん ▶ ～ても

ぱん ▶ 印
しるし

ばんだー ▶ わたしたち

ぱんつぁしぅん・はんつぁしぅん ▶ 外
はず

す。ほどく。

ぱんぬ　うび ▶ 足の指
ゆび
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ふぁい むぬ ▶ 食
た

べ物
もの

ぶい ▶ ①甥
おい

。②姪
めい

。

ぶい ふぁー ▶ ①甥。②姪。

ふー ▶ はい〈目
め

上
うえ

への返事〉

ぶー ▶ しっぽ

ぶーかー ▶ ふうせん

ふーさーん ▶ 多
おお

い

ふぉーん ▶ 食
た

べる

ふぉーん ▶ 降
ふ

る

ふか ▶ 外
そと

。他
ほか

。

ふかかい　なしぅん ▶ 除
のぞ

く。別
べつ

にする。

ふかさーん ▶ 深
ふか

い

ふくる ▶ 袋
ふくろ

ふさ ▶ 草

ぷしぅ ▶ 星
ほし

ぶじゃ ▶ おじさん〈父
ふ

母
ぼ

の弟
おとうと

〉

ぶじゃー ま ▶ おじさん〈父母の弟で最
さいねんしょう

年少の者
もの

〉

ふしゅ ▶ うんこ。くそ。

ぷす ▶ おへそ

ふた ▶ ふた

ふたーじぅ ▶ ① 2。②二つ。

ふたーりぅ ▶ 二人

ぴぅるまさーん ▶ 珍
めずら

しい。不思議である。

ぴぅるまるん ▶ 広がる

びぅるん ▶ 座る

びぅろーとぅ ▶ 緑
みどりいろ

色

ぴぅろー むぬ ▶ 昼
ひる

ごはん

ぴぅんぐるさーん ▶ 冷
つめ

たい

ぴぅんそー ▶ 貧
びんぼう

乏

びぎどぅん ▶ 男

びぎどぅん ふぁー ▶ 男の子

びぎ むぬ ▶ 雄
おす

ひくさーん ▶ （声
こえ

や音
おと

が）低
ひく

い

ぴし ▶ 女の子

ぴてぃーじぅ ▶ ①１。②一つ。

ぴとぅ がら ▶ 一
いっ

頭
とう

ぴびじゃ ▶ ヤギ

ぴゃーく ▶ 百

ぴら ▶ ヘラ〈草取りの道
どう

具
ぐ

の名
な

前
まえ

〉

ひんとー　しぅん ▶ 返
へん

事
じ

する。応
こた

える。

ふ
ふぁ ▶ 方

ほう

角
がく

。方
ほう

向
こう

。

ふぁー ▶ 子
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ふんとーに ▶ 本当に

へ
ペーるん ▶ 入る

ほ
ぽーぎぅ ▶ ほうき

ぽーざー ▶ 包
ほうちょう

丁

ぼーぼー ▶ 赤ちゃん

ほー むぬ ▶ 食
た

べ物
もの

ほっぱ ▶ おばさん〈父
ふ

母
ぼ

の姉
あね

で最
さいねんちょう

年長の者
もの

〉

ま
まー ▶ 孫

まご

まーす ▶ 塩
しお

まーぞん ▶ 一
いっ

緒
しょ

に

まー はぶ ▶ ハブ

まーらしぅん ▶ （人が）亡
な

くなる

まーりぅ ▶ 周
まわ

り

まい ▶ ①稲
いね

。②米
こめ

。

まい ▶ 前
まえ

まいしゃ ▶ 大きさ

ふたぎな ▶ すぐ

ふだじぅめー ▶ ヤモリ

ふちぅ ▶ 口

ふちぅか ▶ 二
ふつ

日
か

ふちぅ すば ▶ くちびる

ぶどぅ ▶ 夫
おっと

ぷとぅりぅ ▶ 稲
いなびかり

光

ぶなりぅ きょーだい ▶ 姉
し

妹
まい

ふに ▶ 船
ふね

ぷに・ふに ▶ 骨
ほね

ふにん ▶ みかん。九
く

年
ねん

母
ぼ

。

ぶば ▶ おばさん〈父
ふ

母
ぼ

の妹
いもうと

〉

ぶばー ま ▶ おばさん〈父母の妹で最
さいねんしょう

年少の者
もの

〉

ふびぅ ▶ 首
くび

ふむ ▶ 雲
くも

ふゆ ▶ 冬
ふゆ

ふりゃー ▶ トイレ

ふるさーん ▶ 古
ふる

い

ぷるん・ふるん ▶ 掘
ほ

る

ふん ▶ 国
くに

ぶん ▶ 文
ぶん

ふんとー ▶ 本
ほん

当
とう
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まる ▶ 丸
まる

。円。

まんなか ▶ 真
ま

ん中
なか

み
みー ▶ 目

みー ▶ 中

みー ▶ 穴
あな

みーちぅ ▶ 三つ

みーちぅきん・みーちぅきるん ▶ ①じっと見つめる。

　②見つける。

みーどぅなー ▶ 女の子

みーどぅん ▶ 女

みー むぬ ▶ 雌
めす

みーや　ぱー　なるん ▶ びっくりする

みーん・みーるん ▶ 見る

みーん ▶ 見える

みぅーか ▶ 三
みっ

日
か

みぅーさーん ▶ 新
あたら

しい

みぅー てぃ なでぃ ▶ 一
お と と し

昨年

みぅしぅたーる ▶ 三人

みざらさーん ▶ 珍
めずら

しい

みじぅ ▶ 水

まいしゃーん ▶ 大きい

まいにちぅ ▶ 毎
まい

日
にち

まぎ～ ▶ 大きい～〈沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

からの借
しゃくよう

用語
ご

〉

まきん・まきるん ▶ 負
ま

ける

まく ▶ 幕
まく

まくとぅに ▶ 本
ほん

当
とう

に

まくん ▶ 巻
ま

く

まざむん ▶ 積
つ

む

また ▶ また

まちぅ ▶ 町

まっすぐ ▶ まっすぐ

まっとーば ▶ まっすぐ

まつん ▶ 待
ま

つ

～までぃ ▶ ～まで

まとぅみん・まとぅみるん ▶ まとめる

まむるん ▶ 守
まも

る

まや ▶ ネコ

まよー ▶ 眉
まゆ

まらさーん ▶ （背
せ

などが）低
ひく

い

まり ▶ 生まれ

まり じぅま ▶ ふるさと

まりん・まりるん ▶ 生まれる
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みしゃーん ▶ よろしい

みしゅ ▶ 味
み

噌
そ

みちぅ ▶ 道
みち

みっちゃーん ▶ 不
ま

味
ず

い。おいしくない。

みん ▶ 耳

みんたー ▶ ほお

む
むいか ▶ 六

むい

日
か

むいん・むいるん ▶ 生
は

える

むーる・むる ▶ みんな

むかしぅ ▶ 昔
むかし

むかしぅ ぱなしぅ ▶昔話

むく ▶ 婿
むこ

むしぅ ▶ 虫
むし

むちぅかさーん ▶ 難
むずか

しい

むつん ▶ 持
も

つ

むどぅるん ▶ もどる。帰
かえ

る。

むに ▶ 言
こと

葉
ば

むぬ ▶ ①物
もの

。②者
もの

。

むむ ▶ もも〈体の一
いち

部
ぶ

〉

むら ▶ 村

むりぅ ▶ ①森。林。②丘
おか

。

むるさーん ▶ 丸
まる

い

むんぐん ▶ 文
ぶんしょう

章。文
もん ごん

言。

め
めー ▶ もう

めーだ ▶ まだ

めへん ▶ もっと

も
もーぎぅ ▶ 虹

にじ

や
～や ▶ ～は

やー ▶ 家
いえ

やーちぅ ▶ 八つ

やー どぅりぅ ▶ ニワトリ

やー にんじゅ ▶ 家
か

族
ぞく

やーら やーら ▶ やわらかに

やうか ▶ 八
よう

日
か

やっとぅ ▶ やっと

やっとぅ かっとぅ ▶ やっと
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ゆぬ～ ▶ 同
おな

じ～

ゆねん　なるん ▶ 日が暮
く

れる。夜になる。

ゆ ぼん ▶ 夕
ゆう

ご飯
はん

ゆみ ▶ 嫁
よめ

ゆみ あーしぅん ▶ 読
よ

み合
あ

わせる

ゆみ かた ▶ 読み方
かた

ゆみ よー ▶ 読み方

ゆむん ▶ ①読む。②数
かぞ

える。

よ
よー ▶ ～よ〈文

ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉

よーさーん ▶ 弱
よわ

い

よーしぅ ▶ 様
よう

子
す

よーら ▶ 腰
こし

よーりぅー よーりぅー ▶ ゆっくり

よーんなー ▶ ゆっくり

ら
～らー ▶ ～ね。～なあ。〈文の終わりにつく言葉〉

り
りんくん ▶ れんこん

やま ▶ ①山。②森。

やむん ▶ 痛
いた

む

やらび ▶ 子ども

やらぶん ▶ 呼
よ

ぶ

～やりき ▶ ～なので

ゆ
ゆい ▶ 柄

え

〈道
どう

具
ぐ

の手にもつところ〉

ゆー ▶ お湯
ゆ

ゆー ▶ よく

ゆー ▶ 夜
よる

～ゆー ▶ ～です

ゆーか ▶ 四
よっ

日
か

ゆーちぅ ▶ 四つ

ゆーりぅ ▶ 夜

ゆき ▶ 雪
ゆき

ゆく ▶ 横
よこ

ゆくし ▶ うそ

ゆくしぅむに ▶ うそ

ゆこーん ▶ 寝
ね

る。休む。

ゆだ ▶ 枝
えだ

ゆなか ▶ 夜
よ

中
なか
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る
るく ▶ ６

わ
わー ▶ あなた。おまえ。君

きみ

。

わき ▶ わけ

わだー ▶ あなたたち。おまえたち。

わぬ ▶ あなた。おまえ。君。

ん
～ん ▶ ～も

～んが ▶ ～に〈時
じ

間
かん

や場
ば

所
しょ

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

につく〉

んぎ ▶ とげ

んた ▶ 土
つち

んなか ▶ 真
ま

ん中
なか

んに ▶ 胸
むね

んぶさーん ▶ 重
おも

い

んぼん ▶ 食
しょくじ

事。（米
こめ

の）飯
めし

。

んま ▶ 馬
うま

んまさー ねーぬ ▶ おいしくない

んまさーん ▶ おいしい

んみー ▶ おばあさん

んめーみ ▶ 少し

んめーん ▶ 少し

んー ▶ はい〈同
おな

い年
どし

・目
め

下
した

への返
へん

事
じ

〉

んーか ▶ 六
むい

日
か

んーちぅ ▶ ①６。②六つ。
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遊
あそ

ぶ ▶ あさぶん

あたたかい ▶ ぬふさーん

当
あ

たっている ▶ あたりん

頭
あたま

▶ ちぅぶりぅ

新
あたら

しい ▶ みぅーさーん

当たる ▶ あたるん

あちこち ▶ かま くま

あっ〈おどろいた時
とき

に言
い

う言
こと

葉
ば

〉 ▶ あっ

暑
あつ

い ▶ あっつぁーん

集
あつ

まる ▶ あちぅまるん。あつぁまるん

集める ▶ あちぅみるん。あつぁみん。

後
あと

・跡
あと

 ▶ あとぅ

穴
あな

 ▶ みー

あなた ▶ わぬ。わー。

あなたたち ▶ わだー

兄
あに

 ▶ しじゃ。しじゃ びぎりぅ。

姉
あね

 ▶ しじゃ。しじゃ ぶなりぅ。

あの ▶ かぬ

アヒル ▶ あっぴぅら（ー）

油
あぶら

▶ あば

甘
あま

い ▶ あじぅまさーん。あまさーん。

雨 ▶ あーみ

あ
間

あいだ

▶ あい。あいなか。

青 ▶ あう

青い ▶ あうさーん

赤 ▶ あか

赤い ▶ あかさーん

赤ちゃん ▶ ぼーぼー

明
あか

るい ▶ あかさーん

開
あ

ける ▶ あきん。あきるん。

上げる ▶ あぎん。あぎるん。

あご ▶ かくじぅ

朝
あさ

 ▶ しぅとぅむでぃ

浅
あさ

い ▶ あささーん

朝ごはん ▶ あさ んぼん

明
あ さ っ て

後日 ▶ あしぅとぅ

足 ▶ ぱん。はん。

味
あじ

 ▶ あじぅ

明
あ し た

日 ▶ あっつぁ

足の指
ゆび

 ▶ ぱんぬ　うび

汗
あせ

 ▶ あし

あそこ ▶ かま
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いただきます ▶ とーらりんゆー

痛
いた

っ〈どこか痛めた時
とき

に言
い

う言
こと

葉
ば

〉 ▶ あがー。あがよー。

痛む ▶ やむん

1 ▶ ぴてぃーじぅ

一年 ▶ いちにん

一年生 ▶ いちにんしー

一
いち

番
ばん

 ▶ いちぅばん

いつ ▶ いちぅ

いつか ▶ いちぅんがさ。いちぅか。

五
いつ

日
か

 ▶ いちぅか

一
いっ

緒
しょ

に ▶ まーぞん

五つ ▶ いちぅちぅ

行ってきます ▶ いきて くい

一
いっ

頭
とう

 ▶ ぴとぅ がら

いつも ▶ いちぅん

糸 ▶ いとぅ

いとこ ▶ いちゅふ

稲
いなびかり

光  ▶ ぷとぅりぅ

犬
いぬ

 ▶ いん

稲
いね

 ▶ いに。まい。

命
いのち

▶ ぬちぅ

今
いま

 ▶ なま

洗
あら

う ▶ あーろーん

アリ ▶ あーら

ありがとう ▶ にふぁいゆー

ある ▶ あん

歩
ある

く ▶ あらぐん

あれ ▶ かり

い
良
い

い ▶ いー

良いともだち ▶ いー どぅしぅ

言
い

う ▶ あんぐん。あんくん。いずん。

家
いえ

 ▶ やー

息
いき

 ▶ いぅきぅ。いぅしぅきぅ。

行
い

きましょう ▶ はら

行きましょうね ▶ はららー

行く ▶ ぱるん。はるん。

いくつ  ▶ いふちぅ

いくら ▶ いこーば。いこーび。

行こう ▶ はら

行こうね ▶ はららー

石 ▶ いし

意
い

地
じ

 ▶ いじぅ
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馬
うま

 ▶ んま

生まれ ▶ まり

生まれる ▶ まりん。まりるん。

海
うみ

 ▶ いん。うみぅ。

海
うみ

辺
べ

 ▶ とぅもーりぅ

売
う

る ▶ かーしぅん

嬉
うれ

しい ▶ さにしゃーん

嬉しがる ▶ さにんけーるん

うんこ ▶ ふしゅ

え
絵
え

 ▶ いー

柄
え

〈道
どう

具
ぐ

の手にもつところ〉 ▶ ゆい

枝
えだ

 ▶ ゆだ

選
えら

ぶ ▶ いらぶん

円 ▶ まる

お
甥
おい

 ▶ ぶい。ぶい ふぁー。

おいしい ▶ んまさーん

おいしくない ▶ んまさー ねーぬ。みっちゃーん。

王 ▶ おー

意
い

味
み

 ▶ いみぅ

妹
いもうと

▶ うとぅどぅ。うとぅどぅ ぶなりぅ。

いらっしゃいませ ▶ おーり とーらなーらー

いる ▶ うん

イルカ ▶ ぴぅとぅ

入
い

れる ▶ いりん。いりるん。

色
いろ

 ▶ いる

色々なところ ▶ いるんな　かた。かじぅ かじぅぬ　かた。

う
上 ▶ うい

植
う

える ▶ いびん。いびるん。

動
うご

く ▶ うぐん

ウサギ ▶ うしゃーんぎぅ

牛
うし

 ▶ うしぅ

後
うし

ろ ▶ くしぅ。しんた。

うそ ▶ ゆくし。ゆくしぅむに。

歌
うた

 ▶ うた

歌う ▶ いずん

内
うち

 ▶ うちぅ

美
うつく

しい ▶ かいしゃーん

腕
うで

 ▶ うでぃ
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おしっこ ▶ しぅばりぅ

おしり ▶ ちび

雄
おす

 ▶ びぎ むぬ。うー むぬ。

おそろしい ▶ ぬぐりしゃーん

落
お

ちる ▶ うてぃん。うてぃるん。

夫
おっと

▶ ぶどぅ

音
おと

 ▶ うとぅ

お父
とう

さん ▶ あっちゃー。しゅー。

弟 ▶ うとぅどぅ。うとぅどぅ びぎりぅ。

男 ▶ びぎどぅん

男の子 ▶ びぎどぅん ふぁー

落とす ▶ うたしぅん。うとぅしぅん。

一
お と と し

昨年 ▶ みぅー てぃ なでぃ

大
お と な

人 ▶ うふ ぴぅとぅ

おどろく ▶ うどぅるぐん

お腹
なか

 ▶ ばだ

同
おな

じ～ ▶ ゆぬ～

同じ大きさ ▶ なっちぅん

おなら ▶ ぴー

鬼
おに

 ▶ うん

鬼ごっこ ▶ ういっ くなー

お願
ねが

いします ▶ にがよーら。にがい ちぅくなーら。

王
おうさま

様 ▶ うしゅん がなしぅ

多
おお

い ▶ うふさーん。ふーさーん。

大きい ▶ まいしゃーん

大きい～ ▶ うふ～。まぎ～（沖
おき

縄
なわ

本
ほん

島
とう

からの借
しゃくようご

用語）。

大きさ ▶ まいしゃ

丘
おか

 ▶ むりぅ

お母
かあ

さん ▶ あっぱ

おかし ▶ くゎーしぅ

お金 ▶ じん

起
お

きる ▶ うきん。うきるん。

怒
おこ

る ▶ くんじょー　いでぃん。くんじょー　いでぃるん。

惜
お

しい ▶ いたさーん

おじいさん ▶ うしゅ まい。うじゅー。

教
おし

える ▶ ならーしぅん

おじさん〈父
ふ

母
ぼ

の兄
あに

〉 ▶ しゅー

おじさん〈父母の兄で最
さいねんちょう

年長の者
もの

〉 ▶ うふ しゅー

おじさん〈父母の兄で上から二
に

番
ばん

目
め

の者〉 ▶ なか しゅー

おじさん〈父母の兄で最
さいねんしょう

年少の者〉 ▶ あじゃー ま しゅー

おじさん〈父母の弟
おとうと

〉 ▶ ぶじゃ

おじさん〈父母の弟で最年長の者〉 ▶ うふ ぶじゃ

おじさん〈父母の弟で上から二番目の者〉 ▶ なか ぶじゃ

おじさん〈父母の弟で最年少の者〉 ▶ ぶじゃー ま
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泳ぐ ▶ うむん。おんだー しぅん。

下
お

りる ▶ うりん。うりるん。

降
お

ろす ▶ うらしぅん。うるしぅん。

終
お

わる ▶ うわるん。とぅじぅまるん。

女 ▶ みーどぅん

女の子 ▶ ぴし。みーどぅなー。

か
蚊
か

 ▶ がざん

蛾
が

 ▶ ぱびる。はびる。

～が ▶ ～ぬ

回
かい

 ▶ けーら。けん。

貝
かい

 ▶ あっか んな

貝がら ▶ あがざい

買
か

う ▶ かうん

帰
かえ

る ▶ かいるん。むどぅるん。

カエル ▶ あうだ

顔
かお

 ▶ ちぅら。うむてぃ。

顔つき ▶ ちぅら かむい

鏡
かがみ

▶ かんがん

柿
かき

 ▶ かきぅ

かぎ ▶ さしぅ。さし。

おばあさん ▶ んみー

おばさん〈父
ふ

母
ぼ

の姉
あね

〉 ▶ あっぱ

おばさん〈父母の姉で最
さいねんちょう

年長の者
もの

〉 ▶ うふ あっぱ。ほっぱ。

おばさん〈父母の姉で上から二
に

番
ばん

目
め

の者〉 ▶ なか っぱ

おばさん〈父母の姉で最
さいねんしょう

年少の者〉 ▶ あっぱー ま

おばさん〈父母の妹
いもうと

〉 ▶ ぶば

おばさん〈父母の妹で最年長の者〉 ▶ うふ ぶば

おばさん〈父母の妹で上から二番目の者〉 ▶ なか ぶば

おばさん〈父母の妹で最年少の者〉 ▶ ぶばー ま

おはし ▶ ぱしぅ。はしぅ。

おへそ ▶ ぷす

覚
おぼ

える ▶ うぶいん。うぶいるん。

おまえ ▶ わぬ。わー。

おまえたち ▶ わだー

お召
め

し上がりください ▶ おいしょーんなーら

重
おも

い ▶ いっさーん。んぶさーん。

思
おも

い出
だ

す ▶ うむい だしぅん

思う ▶ うもーん

おもしろい ▶ うむっさーん

親
おや

 ▶ うや

お湯
ゆ

 ▶ ゆー

泳
およ

ぎ ▶ おんだー
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がやがや ▶ がーがー

通
かよ

う ▶ かよーん

火
か

曜
よう

日
び

 ▶ かよーび

～から ▶ から

殻
から

 ▶ くー。ぐる。

カラス ▶ がらしぅ。がらしゃー。

体
からだ

▶ たい。どぅー。

川 ▶ かーら

皮
かわ

 ▶ かー

乾
かわ

く ▶ かーらぐん

（のどが）渇
かわ

く ▶ かーきん。かーきるん。

考
かんが

える ▶ かんがいん。かんがいるん。

肝
かん

臓
ぞう

 ▶ きぅむ

頑
がん

張
ば

る ▶ ぎぅばるん。きぅばるん。

き
木 ▶ きー

黄
き

色
いろ

 ▶ きぅる。きぅん いる。

聞
き

かせる ▶ しぅかしぅん

聞く ▶ しぅくん

北
きた

 ▶ にしぅ。にー ぬ　ふぁ。

北風
かぜ

 ▶ にしぅ かじ

書
か

き方
かた

 ▶ かき よー

書く ▶ かくん

かけっこ ▶ かきちぅきっ くなー

掛
か

ける ▶ かきん。かきるん。

風
かぜ

 ▶ かじ

数
かぞ

える ▶ かずいん。かずいるん。ゆむん。

家
か

族
ぞく

 ▶ やー にんじゅ

肩
かた

 ▶ かた

固
かた

い ▶ こーさーん

形
かたち

▶ かたちぅ

カタツムリ ▶ ちぅだみ

勝
か

つ ▶ かつん

月
がつ

 ▶ ぐゎじぅ

学
がっ

校
こう

 ▶ がっこー

月
が っ ぴ

日 ▶ がっぴ

金
かね

持
も

ち ▶ うやき ぴぅとぅ

蕪
かぶ

〈野
や

菜
さい

の名
な

前
まえ

〉 ▶ かぶ

被
かぶ

る ▶ かぶん

鎌
かま

〈草を刈
か

るための道
どう

具
ぐ

〉 ▶ がぎぅ

紙
かみ

 ▶ かびぅ

髪
かみ

 ▶ あかまじぅ

雷
かみなり

▶ かんなりぅ
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国
くに

 ▶ ふん。くに。

九
く

年
ねん

母
ぼ

 ▶ ふにん

首
くび

 ▶ ふびぅ。ぬび。

雲
くも

 ▶ ふむ

蜘
く

蛛
も

 ▶ くぶ

暗
くら

い ▶ っふぁさーん

暮
く

らす ▶ くらしぅん

比
くら

べる ▶ くらびん。くらびるん。

来
く

る ▶ きぅん。きぅーん。

車 ▶ くるま

黒
くろ

い ▶ っふさーん

（鉄
てつ

の）くわ〈田や畑
はたけ

を耕
たがや

す道
どう

具
ぐ

〉 ▶ かに ぱい。かな ぱい。

け
毛
け

 ▶ きー

消
け

す ▶ けーしぅん

煙
けむり

▶ きぶしぅ

蹴
け

る ▶ きるん

けんかする ▶ あうん

元
げん

気
き

 ▶ がんじゅー

きつね ▶ きちぅに

昨
き の う

日 ▶ きぅぬ

君
きみ

 ▶ わぬ。わー。

肝
きも

 ▶ きぅむ

気
き

持
も

ち ▶ きぅむちぅ

着
き

物
もの

 ▶ きぅん

今
き ょ う

日 ▶ きゅー

兄
きょうだい

弟  ▶ きょーだい。きょーだいしゃー。

去
きょ

年
ねん

 ▶ くず

9 ▶ くー

嫌
きら

い ▶ しぅかぬ

切
き

る ▶ きぅすん

着
き

る ▶ きぅすん

きれいだ ▶ かいしゃーん

気をつける ▶ きぅー ちぅきるん

金
きん

 ▶ くがに

く
草 ▶ ふさ

くそ ▶ ふしゅ

口 ▶ ふちぅ

くちびる ▶ ふちぅ すば
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ごめん下さい ▶ くよーまなーらー

これ ▶ くり

これから ▶ くりから

これで ▶ くりし

こわい ▶ ぬぐりしゃーん

今
こん

度
ど

 ▶ くんどぅ

こんな ▶ かんじりぅ

こんにちは ▶ くよーまなーらー

さ
竿
さお

 ▶ そー

探
さが

す ▶ とぅみん。とぅみるん。

魚
さかな

▶ いず

割
さ

く ▶ さくん

下げる ▶ さいん。さいるん。さぎん。さぎるん。

さつまいも ▶ あっこん

砂
さ

糖
とう

 ▶ さったー

サトウキビ ▶ しぅっつぁ

寒
さむ

い ▶ ぴーしゃーん

3 ▶ さん

三
さん

線
しん

 ▶ さんしん

三人 ▶ みぅしぅたーる

こ
子 ▶ ふぁー

5 ▶ ぐー。いちぅちぅ。

声
こえ

 ▶ くい

国
こく

語
ご

 ▶ こくご

ここ ▶ くま

九
ここのか

日 ▶ くにちぅ

九つ ▶ くくぬちぅ

心
こころ

▶ くくる。きぅむ。

心持
も

ち ▶ くくる むちぅ

腰
こし

 ▶ くしぅ。よーら。

答
こた

える ▶ いらいん

応
こた

える ▶ いらいん。ひんとー　しぅん。

ごちそう ▶ こっきー

ごちそうさまでした ▶ こっきー　とーらりだゆー

事
こと

 ▶ くとぅ

今
こ

年
とし

 ▶ くとぅしぅ

言
こと

葉
ば

 ▶ むに

子ども ▶ やらび

この ▶ くぬ

米
こめ

 ▶ まい
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宿
しゅくだい

題  ▶ しゅくだい

小学校 ▶ しょーがっこー

上
じょうず

手 ▶ じょーじぅ

小便 ▶ しぅばりぅ

食
しょくじ

事 ▶ んぼん

知
し

らせる ▶ しぅかしぅん

知る ▶ っすん。ばがるん。

印
しるし

▶ しるしぅ。ぱん。

白 ▶ っす

白い ▶ っすさーん

す
巣
す

 ▶ しぅー

姿
すがた

▶ かたちぅ。しぅなだ。

好
す

かない ▶ しぅかぬ

好き ▶ しぅくん

すぐ ▶ ふたぎな

少
すく

ない ▶ いきらさーん

少
すこ

し ▶ んめーん。んめーみ。いめーみ。

勧
すす

める ▶ すすみん

捨
す

てる ▶ してぃん。してぃるん。

砂
すな

 ▶ いのー

し
4 ▶ しー

字
じ

 ▶ じぅー

塩
しお

 ▶ まーす

時
じ

間
かん

 ▶ じかん。とぅきぅ。

仕
し

事
ごと

 ▶ しくちぅ。しぐとぅ。

地
じ

震
しん

 ▶ ない

下 ▶ しぅた。しぅむ。

舌
した

 ▶ しぅた

～したので ▶ ～しぅーだー

7 ▶ なな

しっかりと ▶ しかいとぅ。しかいっとぅ。

じっと見つめる ▶ みーちぅきん。みーちぅきるん。

しっぽ ▶ ぶー。ずー。

～しても ▶ ～さばん

自
じ

転
てん

車
しゃ

 ▶ かに んま

自
じ

動
どう

車
しゃ

 ▶ くるま

自
じ

分
ぶん

 ▶ なら。どぅー。

島
しま

 ▶ しぅま

姉
し

妹
まい

 ▶ ぶなりぅ きょーだい

写
しゃ

真
しん

 ▶ かぎ うちぅしぅ
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そば〈たべもの〉 ▶ すば

側
そば

 ▶ すば

空 ▶ てぃん

それ ▶ うり

それから ▶ うりから

それぞれ ▶ なー なー

それで ▶ あんて

そんな ▶ あんじりぅ

た
田 ▶ たー

体
たい

格
かく

 ▶ たき ふどぅ

大
たい

変
へん

 ▶ でーじぅ

太
たい

陽
よう

 ▶ てぃだ

高
たか

い ▶ たかさーん

たくさん ▶ たかーに

竹
たけ

 ▶ たき

確
たし

かめる ▶ たしかみん。たしかみるん。

出
だ

す ▶ いだしぅん

正しい ▶ あたりん

正しく ▶ じゅんに

立つ ▶ たつん

すね ▶ しぅに

住
す

む ▶ にじぅまるん

する ▶ しぅん

座
すわ

る ▶ びぅるん

座るもの ▶ びぅる しぅ

せ
性
せい

格
かく

 ▶ くくる むちぅ

世
せ

界
かい

 ▶ せくゎい

せっけん ▶ さふん

背
せ

中
なか

 ▶ くしぅ

狭
せま

い ▶ いばさーん。しばさーん。

先生 ▶ しんしー

そ
そう ▶ あんじ

そこ ▶ うま

そして ▶ あんて

そっと ▶ しゅるって。しぅとぅるって。

袖
そで

 ▶ すでぃ

外
そと

 ▶ ふか

その ▶ うぬ
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つ
一
つい

日
たち

 ▶ ちぅきぅたちぅ

使
つか

い方
かた

 ▶ ちぅかい よー

使う ▶ ちぅこーん

つかまえる ▶ かつぁみん。かつぁみるん。

つかむ ▶ ちぅかむん。かつぁみん。かつぁみるん。

月 ▶ ちぅきぅ

次
つぎ

 ▶ ちぅぎぅ

付
つ

く・着
つ

く ▶ ちぅくん

作
つく

る ▶ ちぅくるん

付ける ▶ ちぅきん。ちぅきるん。

土
つち

 ▶ んた

角
つの

 ▶ つぬ

つば ▶ ちぅちぅ

妻
つま

 ▶ とぅじぅ

積
つ

む ▶ ちぅむん。まざむん。

爪
つめ

 ▶ ちぅみ

冷
つめ

たい ▶ ぴぅんぐるさーん

強
つよ

い ▶ つーさーん

縦
たて

 ▶ たてぃ

立てる ▶ たてぃん。たてぃるん。

種
たね

 ▶ たに

楽
たの

しい ▶ うむっさーん。さにしゃーん。

楽しむ ▶ さにんけーるん

食
た

べ物
もの

 ▶ ふぁい むぬ。ほー むぬ。

食べる ▶ ふぉーん

玉 ▶ たま

～だよ〈文
ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉 ▶ ～だらー。～どぅらー。

誰
だれ

 ▶ たる

ち
血
ち

 ▶ ちぅー

小さい ▶ ぐまさーん

近
ちか

い ▶ ちぅかさーん

違
ちが

う ▶ ちごーん

力
ちから

 ▶ ちぅから

茶
ちゃ

 ▶ ちゃー

チョウ ▶ ぱびる。はびる。

ちょうだいします ▶ とーらりんゆー

帳
ちょうめん

面  ▶ ちょーみん
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動
どう

物
ぶつ

 ▶ いぅきぅ むしぅ

どうやって ▶ のーし　しーて

10 ▶ とぅー

遠
とお

い ▶ とぅーさーん

十
とお

日
か

 ▶ とぅっか

年 ▶ とぅしぅ

時
とき

 ▶ とぅきぅ

とげ ▶ あざ。んぎ。

時
と

計
けい

 ▶ とぅきー

どこ ▶ じぅま

所
ところ

▶ とぅくる

年
とし

上
うえ

 ▶ しじゃ

年
とし

下
した

 ▶ うとぅどぅ

とても ▶ でーじぅな

隣
となり

▶ とぅなりぅ

どのように ▶ いか よーに

飛
と

ぶ ▶ とぅぶん

止
と

まる ▶ とぅまるん

友
とも

だち ▶ どぅしぅ

鳥
とり

 ▶ とぅりぅ

取
と

る ▶ とぅるん

どれ ▶ じり

て
手 ▶ てぃー

～で ▶ ～し

手足 ▶ てぃー ぱん

ていねい ▶ てぃーにー

出かける ▶ いでぃ はるん

手
て

紙
がみ

 ▶ てぃがみ

できる ▶ なるん。しらりん。しらりるん。

～です ▶ ～ゆー

～ではない ▶ ～あらぬ

～ても ▶ ～ばん。～てぃん。

出る ▶ いでぃん。いでぃるん。

天 ▶ てぃん

点
てん

 ▶ てぃん

天気 ▶ おーちぅきぅ。てぃんきぅ。

と
～と〈物

もの

を二
ふた

つ以
いじょう

上並
なら

べる時
とき

に使
つか

う言
こと

葉
ば

〉 ▶ ～とぅ

トイレ ▶ ふりゃー

どうして ▶ のーで。のーしどぅ。のーしぅたー。

どうするか ▶ のーどぅ　しゃー

78 79

共 通 語 五十音引き

た
行



七
なの

日
か

 ▶ なぬか

～なので ▶ ～やりき

鍋
なべ

 ▶ なび

名
な

前
まえ

 ▶ なー

涙
なみだ

▶ なだ

（ある状
じょうたい

態に）なる ▶ なるん

に
2 ▶ にー。ふたーじぅ。

～に〈時
じ

間
かん

や場
ば

所
しょ

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

につく〉 ▶ ～んが。～なんが。

ニガウリ ▶ ごーや

ニガウリいため ▶ ごーや ちゃんぷるー

西
にし

 ▶ いーりぅ

虹
にじ

 ▶ もーぎぅ

日
にち

曜
よう

日
び

 ▶ にちよーび

二
に

枚
まい

貝
がい

 ▶ あがざい

似
に

る ▶ にーん。にーるん。

煮
に

る ▶ ねーしぅん。ばがしぅん。

ニワトリ ▶ とぅりぅ。やー どぅりぅ。

ぬ
脱
ぬ

ぐ ▶ ぱずん

どんぐり ▶ しぅーに きーぬ　なりぅ

どんな ▶ のーし。のーしぬ。

トンボ ▶ かけーじぅ

な
名
な

 ▶ なー

～なあ〈文
ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉 ▶ ～らー。～だらー。

ない ▶ ねーぬ

中 ▶ なか。みー。うちぅ。

長
なが

い ▶ なーさーん

仲
なか

が良
よ

い ▶ なか かいしゃーん

仲
なか

間
ま

 ▶ あう。あいじゅ。ぐー。

仲良し ▶ いー どぅしぅ

流
なが

れる ▶ ながりん。ながりるん。

（動
どう

物
ぶつ

が）鳴
な

く ▶ なくん

（人が）泣
な

く ▶ なくん

（人が）亡
な

くなる ▶ まーらしぅん

茄
な

子
す

 ▶ なさびぅ

なぜ ▶ のーで

夏
なつ

 ▶ なちぅ

七つ ▶ ななちぅ

何
なに

 ▶ のー
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は
～は ▶ ～や

歯
は

 ▶ ぱー

葉
は

 ▶ ぱー

灰
はい

 ▶ ぱい。はい。

はい〈目
め

上
うえ

への最
もっと

も丁
てい

寧
ねい

な返
へん

事
じ

〉 ▶ うー

はい〈目上への返事〉 ▶ おー。ふー。

はい〈同
おな

い年
どし

・目
め

下
した

への返事〉 ▶ んー

入る ▶ ペーるん

生
は

える ▶ むいん。むいるん。

はさみ ▶ ぱさん

始
はじ

まる ▶ ぱじまるん

はじめ ▶ ぱじみ

初
はじ

めて ▶ ぱじみてぃ

始める ▶ ぱじみん。ぱじみるん。

走
はし

る ▶ かきちぅきん。かきちぅきるん。

外
はず

す ▶ ぱんつぁしぅん。はんつぁしぅん。

畑
はたけ

▶ ぱたぎ。はたぎ。

8 ▶ はちぅ

ハチ ▶ ぱじぅ

二
は つ か

十日 ▶ ぱちぅか

拭
ぬぐ

う ▶ のーん

抜
ぬ

ける ▶ ぬぎん。ぬぎるん。ぬいん。ぬいるん。

ね
根
ね

 ▶ にー

～ね〈文
ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉 ▶ ～さー。～らー。

ネコ ▶ まや

ネズミ ▶ うやんちゅ。おーざ。

根っこ ▶ にー

寝
ね

る ▶ にぶん。ゆこーん。

の
～の ▶ ～ぬ

ノート ▶ ちょーみん

除
のぞ

く ▶ ふかかい　なしぅん

～のため ▶ ～ぬ　たみ

のど ▶ ぬどぅ

伸
の

ばす ▶ ぬばしぅん

野
の

原
はら

 ▶ ぬー

登
のぼ

る ▶ あこーるん。ぬぶるん。

飲
の

む ▶ ぬむん

乗
の

る ▶ ぬるん
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（声
こえ

や音
おと

が）低
ひく

い ▶ ひくさーん

（背
せ

などが）低い ▶ まらさーん

左 ▶ ぴぅだりぅ

びっくりする ▶ うばいん。うばいるん。

　ぴぅなっけーるん。みーや　ぱー　なるん。

引っぱる ▶ ぴぅきぅちぅきん。ぴぅきぅちぅきるん。

　そんぐん。

人 ▶ ぴぅとぅ

一つ ▶ ぴてぃーじぅ

一人 ▶ ぴぅとぅーりぅ

ひとりひとり ▶ なー なー。たんがー たんがー。

百 ▶ ぴゃーく

開
ひら

く ▶ ぴぅらくん

昼
ひる

 ▶ ぴぅーりぅ

昼ごはん ▶ ぴぅろー むぬ

広
ひろ

い ▶ ぴぅるさーん

拾
ひろ

う ▶ ぴぅさうん

広がる ▶ ぴぅるまるん

広げる ▶ ぴぅるぎん。ぴぅるぎるん。

貧
びん

乏
ぼう

 ▶ ぴぅんそー

はっきり ▶ ぎぅーぎぅーし。かくれー　ねーぬ。

鳩
はと

 ▶ ぱとぅ

花 ▶ ぱな。はな。

鼻
はな

 ▶ ぱな。はな。

話
はなし

▶ ぱなしぅ。はなしぅ。

話
はな

し合
あ

う ▶ いじぅぶん　しぅーぶん　すーん

話す ▶ ぱなしぅん。はなしぅん。

ハブ ▶ まー はぶ

早い・速
はや

い ▶ はいしゃーん

林 ▶ むりぅ

針
はり

 ▶ ぱりぅ。はりぅ。

春
はる

 ▶ はる

ひ
火 ▶ ぴぅー

日 ▶ ぴぅー

ピーナッツ ▶ じぅー まーみ

日が暮
く

れる ▶ ゆねん　なるん

東
ひがし

 ▶  あーりぅ

引
ひ

きつける ▶ ぴぅきぅちぅきん。ぴぅきぅちぅきるん。

引き抜
ぬ

く ▶ ぴぅきぅ ぬぐん

引く ▶ ぴぅくん
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へ
～へ〈場

ば

所
しょ

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

につく〉 ▶ ～かい

別
べつ

にする ▶ ふかかい　なしぅん

部
へ

屋
や

 ▶ ざー。ざしぅき。

ヘラ〈草取りの道
どう

具
ぐ

の名
な

前
まえ

〉 ▶ ぴら

返
へん

事
じ

する ▶ いらいん。ひんとー　しぅん。

ほ
方
ほう

角
がく

 ▶ かた。ふぁ。

ほうき ▶ ぽーぎぅ

方
ほう

向
こう

 ▶ かた。ふぁ。

ぼうし ▶ ちゃんもー。かぶっとぅ。

包
ほうちょう

丁  ▶ ぽーざー

ほお ▶ みんたー。かまちぅ。

他
ほか

 ▶ ふか

ぼく ▶ ばぬ。ばー。

星
ほし

 ▶ ぷしぅ

ほどく ▶ ぱんつぁしぅん。はんつぁしぅん。

骨
ほね

 ▶ ぷに。ふに。

掘
ほ

る ▶ ぷるん。ふるん。

本 ▶ しゅむちぅ

ふ
ふうせん ▶ ぶーかー

深
ふか

い ▶ ふかさーん

服
ふく

 ▶ きぅん

拭
ふ

く ▶ するん

袋
ふくろ

▶ ふくる

不
ふ

思
し

議
ぎ

 ▶ ぴぅるまさ

不思議である ▶ ぴぅるまさーん

ふた ▶ ふた

ブタ ▶ おー

二つ ▶ ふたーじぅ

二人 ▶ ふたーりぅ

二
ふつ

日
か

 ▶ ふちぅか

船
ふね

 ▶ ふに

冬
ふゆ

 ▶ ふゆ

降
ふ

る ▶ ふぉーん

古
ふる

い ▶ ふるさーん

ふるさと ▶ まり じぅま

文
ぶん

 ▶ ぶん

文
ぶんしょう

章  ▶ むんぐん
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丸
まる

 ▶ まる

丸い ▶ むるさーん

周
まわ

り ▶ まーりぅ

真
ま

ん中
なか

 ▶ まんなか。んなか。

み
実
み

 ▶ なりぅ。なりぅ むぬ。

見える ▶ みーん

みかん ▶ ふにん

右 ▶ ねーら

短
みじか

い ▶ いんちぅかさーん

水 ▶ みじぅ

味
み

噌
そ

 ▶ みしゅ

道
みち

 ▶ みちぅ

三
みっ

日
か

 ▶ みぅーか

見つける ▶ みーちぅきん。みーちぅきるん。

三つ ▶ みーちぅ

緑
みどりいろ

色  ▶ びぅろーとぅ

南
みなみ

▶ ぱい。はい。

耳 ▶ みん

見る ▶ みーん。みーるん。

みんな ▶ むる。むーる。

本
ほん

当
とう

 ▶ ふんとー

本当に  ▶ ふんとーに。じゅんに。まくとぅに。

　しかいとぅ。しかいっとぅ。

ま
毎
まい

日
にち

 ▶ まいにちぅ

前
まえ

 ▶ まい

巻
ま

く ▶ まくん。からむん。

幕
まく

 ▶ まく

負
ま

ける ▶ まきん。まきるん。

孫
まご

 ▶ まー

まことに ▶ しかいとぅ。しかいっとぅ。

不
ま

味
ず

い ▶ みっちゃーん

また ▶ また

まだ ▶ めーだ

町 ▶ まちぅ

待
ま

つ ▶ まつん

まっすぐ ▶ まっとーば。まっすぐ。

～まで ▶ ～までぃ

まとめる ▶ まとぅみん・まとぅみるん

守
まも

る ▶ まむるん

眉
まゆ

 ▶ まよー
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持
も

つ ▶ むつん

もったいない ▶ いたさーん

もっと ▶ めへん

もどる ▶ むどぅるん

物
もの

 ▶ むぬ

者
もの

 ▶ むぬ

モモ〈くだもの〉 ▶ とーむん

もも〈体の一
いち

部
ぶ

〉 ▶ むむ

もらう ▶ いーん。いーるん。

森 ▶ むりぅ。やま。きー むらしぅ。

門
もん

 ▶ ぞー

文
もん

言
ごん

 ▶ むんぐん

や
ヤギ ▶ ぴびじゃ

休む ▶ ゆこーん

八つ ▶ やーちぅ

やっと ▶ やっとぅ。やっとぅ かっとぅ。

山 ▶ やま

ヤモリ ▶ ふだじぅめー

やわらかに ▶ やーら やーら

む
六
むい

日
か

 ▶ んーか。むいか。

昔
むかし

▶ むかしぅ

昔話 ▶ むかしぅ ぱなしぅ

婿
むこ

 ▶ むく

虫
むし

 ▶ むしぅ。ばーぶ〈幼
おさな

い子どもに使
つか

う言
こと

葉
ば

〉。

難
むずか

しい ▶ むちぅかさーん

六つ ▶ んーちぅ

胸
むね

 ▶ んに

村 ▶ むら

め
目 ▶ みー

姪
めい

 ▶ ぶい。ぶい ふぁー。

（米
こめ

の）飯
めし

 ▶ んぼん

雌
めす

 ▶ みー むぬ

珍
めずら

しい ▶ みざらさーん。ぴぅるまさーん。

も
～も ▶ ～ん

もう ▶ めー
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ゆ
勇
ゆう

気
き

 ▶ いじぅ

夕
ゆう

ご飯
はん

 ▶ ゆ ぼん

雪
ゆき

 ▶ ゆき

ゆっくり ▶ よーりぅー よーりぅー。よーんなー。

指
ゆび

 ▶ うび

夢
ゆめ

 ▶ いみ

よ
～よ〈文

ぶん

の終
お

わりにつく言
こと

葉
ば

〉 ▶ よー

八
よう

日
か

 ▶ やうか

様
よう

子
す

 ▶ よーしぅ

よく ▶ ゆー

横
よこ

 ▶ ゆく

四
よっ

日
か

 ▶ ゆーか

四つ ▶ ゆーちぅ

夜
よ

中
なか

 ▶ ゆなか

呼
よ

ぶ ▶ やらぶん

読
よ

み合
あ

わせる ▶ ゆみ あーしぅん

読み方
かた

 ▶ ゆみ よー。ゆみ かた。

読む ▶ ゆむん

嫁
よめ

 ▶ ゆみ

夜
よる

 ▶ ゆー。ゆーりぅ。

夜になる ▶ ゆねん　なるん

喜
よろこ

ぶ ▶ さにんけーるん

よろしい ▶ みしゃーん

弱
よわ

い ▶ よーさーん

ら
来
らい

年
ねん

 ▶ えん

落
らっ

花
か

生
せい

 ▶ じぅー まーみ

れ
れんこん ▶ りんくん

ろ
6 ▶ るく。んーちぅ。

わ
沸
わ

かす ▶ ばがしぅん

分
わ

かっている ▶ ばがりん

分かる ▶ ばがるん

別
わか

れる ▶ ばがりん。ばがりるん。
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わけ ▶ わき。いみぅ。いわり。

分ける ▶ ばぎん。ばぎるん。

忘
わす

れる ▶ ばしぅきん。ばしぅきるん。

わたし ▶ ばぬ。ばー。

わたしたち ▶ ばがだー。ばんだー。

笑
わら

う ▶ ばーろーん。ばーらうん。

悪
わる

い ▶ ばらさーん

メ　　モ

94 95



石垣島

Map

 地名入り ★★
★

★
★

★
★

★

★★★★★★★

★
★

★
★

★
★

★

16

15

8

76

5
9

10

12

13
11

21
22

19
18

20

1

234

17

14

字
あざ

　名
めい

読
よ

み方
かた

１ 登
と

野
の

城
しろ

とぅぬすく

２ 大
おおかわ

川 ふーがー

３ 石
いしがき

垣
いしゃなぎぅ
いしゃなぎぅら

４ 新
あらかわ

川 あらかー

5 名
な

蔵
ぐら

のーら

6 崎
さき

枝
えだ

さきだ

7 川
か

平
びら

かびぅら

8 桴
ふ

海
かい

ふかい

９ 平
ひら

得
え

ぴぅさい

10 真
ま

栄
え

里
ざと

まじどぅ

11 大
おおはま

浜 ほーま

12 宮
みや

良
ら

めーら

13 白
しら

保
ほ

っさぶ

14 桃
とうざと

里 とーざとぅ

15 伊
い

原
ばる

間
ま

いばろー・いばろーま

16 平
ひら

久
く

保
ぼ

ペーぶぐ

17 野
の

底
そこ

ぬすく

18 八
や

島
しま

町

海岸埋立てによる土地
のため、しぅまむにの
名称無し

19 美
みさきちょう

崎 町
20 新

しんえいちょう

栄 町
21 浜

はまさきちょう

崎 町
22 南

ぱい

ぬ浜
はま

町

地
名
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しぅまむに たんごちょう　初級

非売品


